
危
機

時
代

過
去

未
来

今

震
災

年川
田
都

人
間
科
学
研
究
所
所
長

樹
子

令
和
六
年
は
、
そ
の
年
頭
一
月
一
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
能
登
半
島
地
震
と
い
う
災
厄
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
震
災
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
域
の
皆
様
の
安
全
確
保
と
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
暮
ら
し
が

一
日
も
早
く
平
穏
に
復
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
被
災
者
の
救
済

と
被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
人
間
科
学
研
究
所
の
起
源
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

機
に
設
立
さ
れ
た
文
学
部
人
間
科
学
科
の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
文
部

科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
に
応
募
し
て
採
択
さ
れ
た
研
究
事

業
で
し
た
。
そ
し
て
、
震
災
後
に
展
開
さ
れ
た
「
心
の
ケ
ア
」
の
実
践
を

礎
に
、「
心
の
危
機
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
学
際
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
今
ひ
と
た
び
の
震
災
の
年
に
、
人
間
科

学
研
究
所
も
初
心
に
帰
り
、
こ
の
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
何
が
出
来
る
の

か
、
何
を
為
す
べ
き
か
、
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
た
め
に
真
摯
に
考
え
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し
た
研

究
事
業
「Phase

6：

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
～
危
機
の
乗
り
越
え
に
向

け
て
」
を
次
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
は
、
獲
得

し
た
外
部
資
金
の
研
究
期
間
や
、
所
長
の
任
期
に
あ
わ
せ
てPhase

を

改
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
期
は
「K

O
N
A
N
U
.
V
ISIO
N
2025

（
甲

南
新
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
）」
と
同
期
さ
せ
、
現
在
進
行
中
のPhase

6

を
二

〇
二
五
年
度
ま
で
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

「K
O
N
A
N
U
.
V
ISIO
N
2025

」
と
は
、
二
〇
一
九
年
に
創
立
百
周

年
を
迎
え
た
甲
南
学
園
が
、
二
〇
二
五
年
に
ど
う
あ
り
た
い
か
を
提
示
し

た
、
次
の
三
つ
の
目
標
で
す
。

vision
1:

ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
総
合
大
学
の
利
点
を
生
か
し
た
人
物
教

育
を
よ
り
強
力
に
推
し
進
め
、
予
測
不
可
能
な
時
代
を
「
正
志
く
、
強
く
、

朗
ら
か
に
」
生
き
抜
く
人
物
を
育
む
こ
と
に
よ
り
確
固
た
る
信
頼
を
得
る

大
学
に
な
る
。

vision
2:

世
界
に
通
用
す
る
研
究
力
と
地
域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
共

働
互
助
の
力
を
教
育
に
生
か
し
、
人
物
の
育
成
と
社
会
貢
献
を
通
じ
て
よ

り
よ
い
社
会
の
実
現
に
持
続
的
に
貢
献
す
る
大
学
に
な
る
。

vision
3:

つ
な
げ
る
力
・
つ
な
が
る
力
を
生
か
し
て
絶
え
ず
革
新
を
重

ね
、
時
代
の
変
化
の
な
か
で
も
強
靭
か
つ
し
な
や
か
に
進
化
し
続
け
る
質

三



の
高
い
大
学
に
な
る
。

そ
し
て
、
学
園
内
の
各
部
局
が
こ
の
甲
南
新
世
紀
を
担
う
べ
く
、
二
〇

二
五
年
に
向
け
た
各
々
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
各
部
局

の
「K

O
N
A
N
U
.
V
ISIO
N
2025

」
で
す
。
人
間
科
学
研
究
所
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

vision
1:

心
理
学
実
践
・
研
究
と
人
文
・
社
会
諸
科
学
の
協
働
と
い
う

共
同
研
究
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
関
連
領
域
に
関
す
る
情
報
を
整
理

集
積
し
て
常
に
広
く
公
開
し
、
研
究
者
や
実
践
家
を
は
じ
め
と
す
る
専
門

家
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
に
な
る
。

vision
2:

心
理
学
を
中
心
と
し
た
人
文
・
社
会
諸
科
学
の
協
働
に
よ
り
、

予
測
不
可
能
な
時
代
を
読
み
解
き
、
危
機
を
生
き
延
び
る
た
め
の
教
育
・

研
究
の
連
携
拠
点
に
な
る
。

vision
3:

「
子
ど
も
・
子
育
て
」
「
次
世
代
育
成
」
を
主
軸
と
し
た
研

究
・
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
研
究
者
の
連
携
、
地
域
連
携
、
世
代
間
交
流

を
促
進
し
、
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
研
究
所
に

な
る
。

vision
4:

人
間
科
学
に
関
す
る
特
色
あ
る
高
度
な
研
究
成
果
を
学
生
教

育
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
正
志
く
、
強
く
、
朗
ら
か
に
」
生
き
抜
く

人
物
の
教
育
に
貢
献
す
る
研
究
所
に
な
る
。

人
間
科
学
研
究
所
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
文
学
部
人
間

科
学
科
教
員
の
研
究
課
題
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
文
学
部
の
各
学
科
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
内
の
研
究
者
の
研
究
主
題
を
「
人
間
科
学
」
の
概

念
の
も
と
に
束
ね
、
活
性
化
し
、
学
内
外
に
発
信
し
て
い
く
機
能
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
甲
南
大
学
が
持
つ
「
人
文
・
社
会
科

学
」
か
ら
「
自
然
科
学
」
ま
で
の
研
究
機
能
の
連
携
を
図
り
、
教
育
、
地

域
連
携
に
も
引
き
続
き
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
甲
南
大
学
で
は
、
本
学
が
持
つ
創
造
力
、
融
合
力
、
総
合
力
を

生
か
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
推
進
・
展
開
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「K

O
N
A
N

プ
レ
ミ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
次
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
採
択
さ
れ
遂
行
中
で
す
。

（
１
）K

O
N
A
N

研
究
力
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト：

「『
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
・

子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
』
連
携
研
究
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
五
年

度
か
ら
継
続
中
）

（
２
）K

O
N
A
N

研
究
力
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト：

「E
X
PO
’70

ア
ー
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ア
コ
を
探
し
て
』
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
二
〇
二
三
年
度
新
規
）

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は
、
本
紀
要
『
心
の
危
機
と
臨
床
の
知
』
に

お
い
て
各
担
当
研
究
員
に
よ
る
報
告
お
よ
び
論
文
を
公
開
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
研
究
所
の
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
参
加
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
わ
た

と
き
こ
）

四
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